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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第54期

第１四半期連結
累計期間

第55期
第１四半期連結
累計期間

第54期

会計期間
自　平成23年８月１日
至　平成23年10月31日

自　平成24年８月１日
至　平成24年10月31日

自　平成23年８月１日
至　平成24年７月31日

売上高（千円） 1,999,567 1,995,925 7,821,852

経常利益（千円） 155,913 18,952 338,740

四半期(当期)純利益（千円） 536,224 19,565 601,717

四半期包括利益又は包括利益

（千円）
390,463 △39,089 549,157

純資産額（千円） 6,164,310 6,255,000 6,323,003

総資産額（千円） 10,089,332 9,864,698 10,187,537

１株当たり四半期（当期）純利益

金額（円）
111.27 4.06 124.86

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円）
－ － －

自己資本比率（％） 61.1 63.4 62.1

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。　

　

２【事業の内容】

当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重

要な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第１四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載

した事業等のリスクについての重要な変更はありません。

　

２【経営上の重要な契約等】

　当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。 

 

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループが判断したものであります。　

（１）業績の状況

　当第１四半期連結累計期間における世界経済は、中国などの新興国景気が減速に転じ、欧州財政危機の深刻化や米

国の景気低迷など、総じて景気減速懸念が高まりました。

　わが国経済は、東日本大震災からの復興需要により、持ち直しの動きが見られましたが、輸出の減少、円高の定着、政

治の混乱など懸念材料が残ることから依然として不安定な状況が続いております。

　当社グループが属する電子工業界におきましては、高性能携帯電話のスマートフォンやタブレットＰＣ等のＩＴ機

器が底堅く推移したものの、薄型テレビやパソコン等のデジタル家電は需要低迷による価格下落が続き、総じて厳し

い事業環境となりました。

　このような状況のもとで当社グループは、主材料費低減活動を含む全ての経費につきまして効率的な業務改善の取

り組み強化を推し進めることで、生産性の向上と収益性アップに努めましたが、価格下落等の市場環境悪化を補うに

は至りませんでした。

　この結果、当第１四半期連結累計期間の売上高は1,995百万円（前年同期比0.2％減）となりました。また、営業利益

は6百万円（前年同期比95.0％減）、経常利益は18百万円（前年同期比87.8％減）、四半期純利益は19百万円（前年

同期比96.4％減）となりました。

　

　なお、セグメント毎の業績は次のとおりであります。

①　日本

　当第１四半期連結累計期間は、高性能携帯電話のスマートフォンやタブレットＰＣ等のＩＴ機器が底堅く推移する

中で、多様な取引先ニーズに対応するため、より高精度なニッケルバリアめっき加工や工程改善等にも積極的に取り

組むことで顧客満足度の向上に努めましたが、価格下落等の市場環境悪化の影響を補うには至りませんでした。

　この結果、売上高は1,328百万円（前年同期比5.4％減）、営業利益は25百万円（前年同期比72.2％減）となりまし

た。

②　中国

　当第１四半期連結累計期間は、スポットめっき等のライン改造を行うなど、多様な取引先ニーズに対応し、積極的に

受注獲得に取り組みましたが、価格下落等の市場環境悪化の影響を補うには至りませんでした。

　この結果、売上高は514百万円（前年同期比15.6％増）、営業損失は42百万円（前年同期は営業損失0百万円）とな

りました。

③　フィリピン

　当第１四半期連結累計期間は、想定していた日本からフィリピンへの移管品の遅れが影響し売上減少となりまし

た。また既存製品でも価格下落等の市場環境悪化の影響を受けました。

　この結果、売上高は241百万円（前年同期比5.2％減）、営業損失は8百万円（前年同期は営業利益24百万円）となり

ました。

　

（２）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第１四半期連結累計期間において、新たに発生した事業上及び財務上の対処すべき課題はありません。

　　　　

（３）研究開発活動

　当第１四半期連結累計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は20百万円であります。なお、当第１四半

期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 17,600,000

計 17,600,000

 

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成24年10月31日）

提出日現在発行数（株）
（平成24年12月13日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 5,000,000 5,000,000

大阪証券取引所　　　　ＪＡ

ＳＤＡＱ　　　　　　(スタン

ダード)

単元株式数100株

計 5,000,000 5,000,000 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。　

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。　

　

（４）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。 

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成24年８月１日～

平成24年10月31日
－ 5,000,000－ 962,200 － 870,620

　 

（６）【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（７）【議決権の状況】

当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、

記載することができないことから、直前の基準日（平成24年７月31日）に基づく株主名簿による記載をして

おります。

 

①【発行済株式】

　 平成24年10月31日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等）
普通株式　　　181,000　　　　　

　
－ －

完全議決権株式（その他） 普通株式　 　4,818,100 48,181

権利内容に何ら限定のな

い当社における標準とな

る株式

単元未満株式 普通株式　　 　　900 － 同上

発行済株式総数 5,000,000 － －

総株主の議決権 － 48,181 －

　

②【自己株式等】

　 平成24年10月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義所有株式
数（株）

他人名義所有株式
数（株）

所有株式数の合計
（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

㈱山王
横浜市港北区綱島東

五丁目８番８号
 181,000  －  181,000  3.62

計  －  181,000  －  181,000  3.62

　

２【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間（平成24年８月１日から平成

24年10月31日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成24年８月１日から平成24年10月31日まで）に係る四半期連

結財務諸表について有限責任 あずさ監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

前連結会計年度
(平成24年７月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成24年10月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 3,231,376 2,897,156

受取手形及び売掛金 2,308,870 2,414,597

製品 138,150 119,412

原材料及び貯蔵品 1,232,043 1,237,029

その他 103,024 88,307

貸倒引当金 △961 △1,250

流動資産合計 7,012,502 6,755,252

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 404,392 388,288

機械装置及び運搬具（純額） 715,254 685,522

土地 1,461,188 1,461,188

その他（純額） 130,092 115,443

有形固定資産合計 2,710,928 2,650,443

無形固定資産 66,697 62,326

投資その他の資産

投資有価証券 225,460 221,965

繰延税金資産 12,275 11,985

その他 167,363 170,416

貸倒引当金 △7,690 △7,690

投資その他の資産合計 397,409 396,677

固定資産合計 3,175,034 3,109,446

資産合計 10,187,537 9,864,698
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（単位：千円）

前連結会計年度
(平成24年７月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成24年10月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 199,922 256,277

短期借入金 1,731,466 1,756,694

1年内返済予定の長期借入金 189,100 190,800

1年内償還予定の社債 258,000 149,500

未払法人税等 18,729 10,440

その他 639,797 557,894

流動負債合計 3,037,015 2,921,606

固定負債

社債 60,000 30,000

長期借入金 243,300 195,600

退職給付引当金 213,211 211,628

役員退職慰労引当金 135,608 110,583

その他 175,397 140,280

固定負債合計 827,518 688,092

負債合計 3,864,533 3,609,698

純資産の部

株主資本

資本金 962,200 962,200

資本剰余金 870,620 870,620

利益剰余金 5,121,595 5,112,247

自己株式 △56,489 △56,489

株主資本合計 6,897,925 6,888,577

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 143 △8,750

為替換算調整勘定 △575,065 △624,826

その他の包括利益累計額合計 △574,921 △633,577

純資産合計 6,323,003 6,255,000

負債純資産合計 10,187,537 9,864,698
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
(自　平成23年８月１日
　至　平成23年10月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成24年８月１日
　至　平成24年10月31日)

売上高 1,999,567 1,995,925

売上原価 1,529,056 1,639,402

売上総利益 470,511 356,522

販売費及び一般管理費 333,806 349,638

営業利益 136,705 6,883

営業外収益

受取利息 4,189 5,776

受取配当金 625 711

受取賃貸料 9,573 9,251

その他 21,820 9,401

営業外収益合計 36,209 25,140

営業外費用

支払利息 8,954 9,780

その他 8,047 3,291

営業外費用合計 17,001 13,071

経常利益 155,913 18,952

特別利益

固定資産売却益 1,233 12,175

退職給付引当金戻入額 388,045 －

特別利益合計 389,279 12,175

特別損失

固定資産除却損 112 142

役員退職慰労金 － 9,550

特別損失合計 112 9,692

税金等調整前四半期純利益 545,080 21,434

法人税、住民税及び事業税 5,245 2,462

法人税等調整額 3,610 △592

法人税等合計 8,856 1,869

少数株主損益調整前四半期純利益 536,224 19,565

四半期純利益 536,224 19,565
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【四半期連結包括利益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
(自　平成23年８月１日
　至　平成23年10月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成24年８月１日
　至　平成24年10月31日)

少数株主損益調整前四半期純利益 536,224 19,565

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △11,028 △8,894

為替換算調整勘定 △134,731 △49,760

その他の包括利益合計 △145,760 △58,655

四半期包括利益 390,463 △39,089

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 390,463 △39,089
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【会計方針の変更等】

　　
当第１四半期連結累計期間

(自  平成24年８月１日  至  平成24年10月31日)

（減価償却方法の変更）

　当社は、法人税法の改正に伴い、当第１四半期連結会計期間より、平成24年８月１日以後に取得した有形固定

資産について、改正後の法人税法に基づく減価償却方法に変更しております。

　これにより、従来の方法に比べて、当第１四半期連結累計期間の営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期

純利益はそれぞれ486千円増加しております。　

　

【追加情報】

　該当事項はありません。

　

【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

　該当事項はありません。

 

（四半期連結損益計算書関係）

　該当事項はありません。

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

　当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半期

連結累計期間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであります。

 
前第１四半期連結累計期間
（自　平成23年８月１日
至　平成23年10月31日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成24年８月１日
至　平成24年10月31日）

減価償却費 62,089千円 64,772千円

 

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自　平成23年８月１日　至　平成23年10月31日）

　該当事項はありません。

　

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自　平成24年８月１日　至　平成24年10月31日）

１．配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）　

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成24年10月25日

定時株主総会
普通株式 28,913 6 平成24年７月31日平成24年10月26日利益剰余金

　

２．株主資本の金額の著しい変動

　平成24年10月25日開催の第54期定時株主総会決議に基づき、繰越利益剰余金の欠損填補を目的として、別途

積立金9,450,000千円を繰越利益剰余金に振替えました。

　なお、株主資本合計金額に、著しい変動はありません。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自　平成23年８月１日　至　平成23年10月31日）

　報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報　

　（単位：千円）

　 日本 中国 フィリピン 合計
調整額　　

（注）１

四半期連結

損益計算書

計上額（注）２

売上高 　　 　　　　　　 　　　　 　　 　 　　

外部顧客への売上高 1,346,467　 　397,866　255,2341,999,567　 － 1,999,567　

セグメント間の内部売上高

又は振替高　
57,22047,107 － 104,328△104,328 －

計　 1,403,688　 444,974　 255,234　 2,103,896　 △104,328　 1,999,567

セグメント利益又は損失(△)　 91,217　△836 　24,610114,992　21,712　 136,705

　　（注）１．セグメント利益又は損失（△）の調整額は、セグメント間取引消去であります。

２．セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自　平成24年８月１日　至　平成24年10月31日）

　報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報　

　（単位：千円）

　 日本 中国 フィリピン 合計
調整額　　

（注）１

四半期連結

損益計算書

計上額（注）２

売上高 　　 　　　　　　 　　　　 　　 　 　　

外部顧客への売上高 1,239,940　 　514,134　241,8491,995,925　 － 1,995,925　

セグメント間の内部売上高

又は振替高　
88,287 362 － 88,649△88,649 －

計　 1,328,228　 514,497　 241,849　 2,084,574　 △88,649　 1,995,925

セグメント利益又は損失(△)　 25,348　△42,103　△8,573△25,329　32,212　 6,883

　　（注）１．セグメント利益又は損失（△）の調整額は、セグメント間取引消去であります。

２．セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。 

　
前第１四半期連結累計期間
（自　平成23年８月１日
至　平成23年10月31日）　

当第１四半期連結累計期間
（自　平成24年８月１日
至　平成24年10月31日）　

１株当たり四半期純利益金額 111円27銭 4円6銭

（算定上の基礎） 　 　

四半期純利益金額（千円） 536,224 19,565

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額（千円） 536,224 19,565

普通株式の期中平均株式数（千株） 4,818 4,818

（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　

（重要な後発事象）

　該当事項はありません。

 

２【その他】

　該当事項はありません。 
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

 

平成24年12月12日

株式会社山王

取締役会　御中
 

有限責任 あずさ監査法人

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

公認会計士 井 上　智 由　　印

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

公認会計士 木 下　  洋 　　印

 

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社山王の平

成24年８月１日から平成25年７月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（平成24年８月１日から平成24年

10月31日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成24年８月１日から平成24年10月31日まで）に係る四半期連結財務諸

表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レ

ビューを行った。

　

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結

論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して

四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、

分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社山王及び連結子会社の平成24年10月31日現在の財政状態及び同

日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点

において認められなかった。

　

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上

 

　（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管している。

 ２．四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていない。
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